
誰
も
が
知
る
更
生
保
護
へ

誰
も
が
知
る
更
生
保
護
へ

朝 

山

　一 

玄

出
雲
地
区
保
護
司
会

会 

長

　
七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、す
べ

て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
に
寄
り
添

い
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
犯
を
防
ぎ
、犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
く
活
動
を
更

生
保
護
と
い
い
ま
す
が
、そ
の
力
と
な
っ
て

い
る
の
が
、立
ち
直
り
の
た
め
の
助
言
を
与

え
て
見
守
る
保
護
司
、更
生
に
協
力
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
更
生
保
護
女
性

会
、非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
を
行
う

B
B
S
会
、社
会
復
帰
の
た
め
の
住
居
を
提

供
す
る
更
生
保
護
施
設
、仕
事
を
通
し
て
見

守
る
協
力
雇
用
主
で
す
。

　
し
か
し
令
和
七
年
度
の
調
査
で
は〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
七
割
以
上
が「
知

ら
な
い
」と
回
答
し
て
お
り
、そ
の
割
合
は

年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
状
況
に
鑑
み
、今
年
は〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞の
全
国
統
一テ
ー
マ

を「
保
護
司
と
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
」に
定
め
、効
果
的
な
運

動
を
展
開
し
て
更
生
保
護
の
認
知
度
を
高

め
、そ
の
理
解
と
促
進
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て「
広
報
誌
に
活

動
紹
介
記
事
を
掲
載
し
、効
果
的
な
広
報
を

図
る
」「
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
報
道

を
呼
び
か
け
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
S
N
S
で

活
動
を
発
信
す
る
」「
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
に

よ
る
視
覚
的
効
果
を
図
る
」「
学
校
で
の
教

育
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、児
童
・

生
徒
に
理
解
を
促
進
す
る
」な
ど
に
努
め

て
、認
知
度
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
法
務
大
臣
は
今
年
の〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〞の
実
施
に
当
た
っ
て
、「
更
生
保
護

が
国
民
に
と
っ
て『
あ
た
り
ま
え
』な
存
在
と

な
り
、立
ち
直
り
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

る
社
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
に
向
け
た
取
組
は
、私
た
ち
が
暮

ら
す
地
域
の
中
で
常
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
取
組
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ

く
り
の
力
に
な
り
ま
す
の
で
、安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 　

保
護
司
歴
６
年
、面
接
件
数
５
件
、回
数
90
回
。

再
犯
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
非
行
・
犯
罪
を
ど

う
減
ら
す
か
は
、
法
律
で
縛
る
だ
け
で
は
な
く
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
が
重
要
。
人
権

を
制
限
し
て
ま
で
国
家
あ
り
き
の
主
張
も
あ
る

が
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
尊
重
す

る
社
会
を
護
り
た
い
。
　
　
　
　
　（
林
　
誠
治
）

　
昨
年
度
、出
雲
地
区
で
千
二
百
人
も
の
皆
さ
ま

に
、島
根
保
護
観
察
協
会
に
ご
加
入
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
、引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
出
雲
地
区
保
護
司
会

会
長   

朝
山
　
一
玄

観
察
協
会
加
入

　お
礼
と
お
願
い

更
生
保
護
、

　あ
な
た
の
善
意
が

　
　
　
　  

事
業
の
支
え
。

更
生
保
護
、

　あ
な
た
の
善
意
が

　
　
　
　  

事
業
の
支
え
。

　
犯
罪
や
非
行
は
、非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

で
も
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
、孤
立
さ
せ
な
い

で
、更
生
の
た
め
必
要
な
範
囲
で
支
え
、助
け
る
こ

と
に
よ
り
再
犯
を
防
止
す
る
、こ
れ
が
私
た
ち
の
願

い
で
す
。

　
島
根
保
護
観
察
協
会
は
、更
生
保
護
事
業
の
充
実

発
展
の
た
め
、事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、あ
な

た
も
、会
員
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
22
―
7
1
9
0

|
島
根
保
護
観
察
協
会
会
員
募
集
|

主 な 令 和８年 度 事 業

１．犯罪予防活動の推進

２．処遇支援活動の推進

　“社会を明るくする運動” をはじめとする犯罪予防活動やその他の取組
について、関係機関・団体と連携を図り実施します。

第76回 “社会を明るくする運動” では、内閣総
理大臣のメッセージ伝達式、啓発講演会、街頭キャンペーン、横断幕・の
ぼり旗などによる啓発、標語や作文の募集を行います。
　出雲地区保護司会だより第45号・第46号を市内全戸に配布し、啓発
に努めます。

再び犯罪をすることを防ぎ、善良な社会の一員
として自立するために、随時、個別の処遇支援を行います。また、生活困
窮者自立支援ネットワーク会議などに参加し、関係機関・団体との連携を
図ります。

３．更生保護団体との連携の促進 出雲地区更生保護関係者協議会を開く
などして、更生保護女性会、協力事業主会、ＢＢＳ会等との連携を強めます。

第 76 回 “社会を明るくする運動” 啓発講演会
“社会を明るくする運動”について理解を深めてもらうため、
同運動のメッセージ伝達式終了後に講演会を行います。
と　き　 7 月 1 日（水）午後２時 30 分から
ところ　 出雲市民会館　大ホール
講　師　 幸島  美智子さん（元警視庁警察官）
演　題　 子どもを被害者にも加害者にもしない子育て
　　　　 ～問われる親の責任と覚悟～

参 加
自 由

入 場
無 料

理事会　14 名 監事　3 名

（ 地 域 支 部 ） （ 機 能 部 会 ）

広
報
部
会

協
力
組
織
部
会

犯
罪
予
防
部
会

研
修
部
会

総
務
部
会

出
雲
支
部

　44
名

平
田
支
部

　15
名

斐
川
支
部

　10
名

河
南
支
部

　7
名

大
社
支
部

　8
名

出
雲
地
区
保
護
司
会 

組 

織 

図

保護司会総会　84 名（定員 85 名）

こ も れ び

出雲地区保護司会だより

出雲地区

令和8（2026）年6月1日発行（1）第45号 出雲地区保護司会だより令和8（2026）年6月1日発行 第45号（4）
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巻頭言（出雲地区保護司会会長）
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四
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令
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八
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発
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護
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事
務
所：出
雲
市
今
市
町
五
四
三
番
地
　
電
話
2
2
―
7
1
9
0

※この広報紙は、更生保護法人島根保護観察協会からの助成金を財源として発行しています。
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Interview
 

野津 雅史さん 保護司歴 23 年目

日々の農作業が力の源です。 僧 侶
（住職）

　お寺の住職をしております。ある日「世間は
北風より冷たいですよ」と、お檀家さまから言
われた一言がきっかけとなり、前任の保護司
さんのお勧めもあって保護司となりました。若
い時、タイ国の和尚さまから教わった「（お坊
さんは）村の衆に借りがある」のことばを大切
に、非力ながらこのお役に向き合いたいと
願っています。

北
風
よ
り

温
か
い
社
会

を
つ
く
る

嘉本 武司さん 保護司歴 10 年目

趣味：山登り 元営業
マン

　高校卒業してから 32 年振りに U ターンし
ました。地域の付き合いが判らなく、自治会役
員になりました。その時保護司の交代があり
就任しました。始めは戸惑いましたが、次第に
慣れて今では少しでも立ち直りに貢献出来て
いるのでは・・と思います。又、保護観察終了
後に相談されて、悪い道へ入られる事を防い
だ事が誇りになっています。

山崎 寧子さん 保護司歴 6 年目

趣味：散策 神 職
学習塾経営

　コミュニティセンターから声をかけていた
だいたことをきっかけに保護司となり、6 年目
となりました。神職として地域に奉仕し、また
塾の仕事を通して子どもたちと向き合ってき
た経験を活かし、悩みや困りごとを気軽に話
してもらえる存在となれるよう日々取り組ん
でいます。

一
歩
一
歩
を

大
切
に

前島 虎次郎さん 保護司歴 1 年目

趣味：カラオケ・車で旅行 学習塾
経営

　学習塾を経営している中で、地域の一員と
してもっと地域に貢献したいと思っていまし
た。そんなある日、偶然誘っていただき、保護
司になる事を決心しました。
 まだ 30 歳で未熟者ですが、保護司の経験
を経て自分自身の能力を醸成し、地域へ還元
していきます。また、同世代の保護司が増える
ような活動をしたいです。

地
域
を

支
え
る
の
は

自
分
た
ち

事
件
は
現
場
で

起
き
て
い
る

（
机
に
座
っ
て
い
て
は

何
も
わ
か
ら
な
い
）

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、す
べ
て

の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、新
た
な
被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま

な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
的
な
活
動
で
す
。

　「
更
生
保
護
」は
、国
、地
方
公
共
団
体
、民

間
が
協
力
し
て
、犯
罪
や
非
行
か
ら
立
ち
直

ろ
う
と
す
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
取
組
で
あ

り
、と
り
わ
け
、「
保
護
司
」を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
ティ
ア
は
、そ
の
よ

う
な
人
た
ち
を
地
域
社
会
で
支
え
、再
出
発

を
助
け
て
い
ま
す
。

　
社
会
経
済
の
状
況
や
地
域
社
会
、犯
罪
情

勢
等
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、更
生
保
護

が
機
能
し
て
い
く
た
め
に
は
、更
生
保
護
の

取
組
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解
と

協
力
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞の

様
々
な
取
組
を
通
じ
、「
保
護
司
」を
は
じ
め

と
す
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
存
在
や

役
割
を
広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

第
76
回
の
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
中
央
推
進
委
員
会
）

　
保
護
司
会
で
は
、次
の
日
程
に
よ
り
、こ
の

運
動
の
趣
旨
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
に
伝

達
し
ま
す
。

と
　
き
　
●
七
月
一
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら

と
こ
ろ
　
●
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
メッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
終
了
後
啓
発
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

① 

街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン
、横
断
幕・ポ
ス
タ
ー・

の
ぼ
り
旗
の
掲
示

② 

標
語
の
募
集（
一
般
、小・中
学
生
）

③ 

作
文
の
募
集（
小・中
学
生
）

④ 

ミ
ニ
集
会
の
開
催
な
ど
地
域
と
の
連
携・

協
働
活
動
の
推
進

⑤ 

中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会
の
開
催

　《
一
般
の
部
》

●
募
集
方
法

　
　
一
人
３
点
以
内
と
し
、自
作・未
発
表

の
も
の
で
、用
紙
は
自
由
で
す
。

　
　
作
品
に
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

　
　
市
役
所・各
行
政
セ
ン
タ
ー・コ
ミ
ュ
ニ

ティ
セ
ン
タ
ー
等
に
設
置
し
て
あ
る
投
稿

箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
保
護
司
会
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈮

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　《
小
・
中
学
生
の
部
》

●
募
集
方
法・提
出
先

　
　一人
３
点
以
内
と
し
、自
作・未
発
表
の

も
の
で
、用
紙
は
自
由
で
す
。

　
　
作
品
に
は
学
校
名・学
年・氏
名（
ふ
り

が
な
）を
記
入
し
て
、学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
　
夏
休
み
期
間
中

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
小・中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、日
常
生
活
や
学

校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、「
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
」や「
犯

罪・非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
」に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
で
、こ
の

運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
方
法・提
出
先

　
文
字
数
は
4
0
0
字
づ
め
原
稿
用
紙
３
〜

５
枚
程
度
と
し
、作
品
に
は
学
校
名
・
学

年・氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記
入
し
て
、夏
休

み
終
了
後
速
や
か
に
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

令和 7年度　メッセージ伝達式

広
報
・
啓
発
活
動

標
語
の
募
集

作
文
の
募
集

第
76
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

第
76
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
　立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

出雲地区の保護司として活躍しています

お
近
く
の
保
護
司
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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Interview
 

野津 雅史さん 保護司歴 23 年目

日々の農作業が力の源です。 僧 侶
（住職）

　お寺の住職をしております。ある日「世間は
北風より冷たいですよ」と、お檀家さまから言
われた一言がきっかけとなり、前任の保護司
さんのお勧めもあって保護司となりました。若
い時、タイ国の和尚さまから教わった「（お坊
さんは）村の衆に借りがある」のことばを大切
に、非力ながらこのお役に向き合いたいと
願っています。

北
風
よ
り

温
か
い
社
会

を
つ
く
る

嘉本 武司さん 保護司歴 10 年目

趣味：山登り 元営業
マン

　高校卒業してから 32 年振りに U ターンし
ました。地域の付き合いが判らなく、自治会役
員になりました。その時保護司の交代があり
就任しました。始めは戸惑いましたが、次第に
慣れて今では少しでも立ち直りに貢献出来て
いるのでは・・と思います。又、保護観察終了
後に相談されて、悪い道へ入られる事を防い
だ事が誇りになっています。

山崎 寧子さん 保護司歴 6 年目

趣味：散策 神 職
学習塾経営

　コミュニティセンターから声をかけていた
だいたことをきっかけに保護司となり、6 年目
となりました。神職として地域に奉仕し、また
塾の仕事を通して子どもたちと向き合ってき
た経験を活かし、悩みや困りごとを気軽に話
してもらえる存在となれるよう日々取り組ん
でいます。

一
歩
一
歩
を

大
切
に

前島 虎次郎さん 保護司歴 1 年目

趣味：カラオケ・車で旅行 学習塾
経営

　学習塾を経営している中で、地域の一員と
してもっと地域に貢献したいと思っていまし
た。そんなある日、偶然誘っていただき、保護
司になる事を決心しました。
 まだ 30 歳で未熟者ですが、保護司の経験
を経て自分自身の能力を醸成し、地域へ還元
していきます。また、同世代の保護司が増える
ような活動をしたいです。

地
域
を

支
え
る
の
は

自
分
た
ち

事
件
は
現
場
で

起
き
て
い
る

（
机
に
座
っ
て
い
て
は

何
も
わ
か
ら
な
い
）

　〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、す
べ
て

の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、新
た
な
被
害
者
も
加
害
者
も
生
ま

な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
的
な
活
動
で
す
。

　「
更
生
保
護
」は
、国
、地
方
公
共
団
体
、民

間
が
協
力
し
て
、犯
罪
や
非
行
か
ら
立
ち
直

ろ
う
と
す
る
人
た
ち
を
支
援
す
る
取
組
で
あ

り
、と
り
わ
け
、「
保
護
司
」を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
ティ
ア
は
、そ
の
よ

う
な
人
た
ち
を
地
域
社
会
で
支
え
、再
出
発

を
助
け
て
い
ま
す
。

　
社
会
経
済
の
状
況
や
地
域
社
会
、犯
罪
情

勢
等
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、更
生
保
護

が
機
能
し
て
い
く
た
め
に
は
、更
生
保
護
の

取
組
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解
と

協
力
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞の

様
々
な
取
組
を
通
じ
、「
保
護
司
」を
は
じ
め

と
す
る
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
存
在
や

役
割
を
広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

第
76
回
の
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、活
動
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
中
央
推
進
委
員
会
）

　
保
護
司
会
で
は
、次
の
日
程
に
よ
り
、こ
の

運
動
の
趣
旨
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
に
伝

達
し
ま
す
。

と
　
き
　
●
七
月
一
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら

と
こ
ろ
　
●
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
メッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
終
了
後
啓
発
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

① 

街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン
、横
断
幕・ポ
ス
タ
ー・

の
ぼ
り
旗
の
掲
示

② 

標
語
の
募
集（
一
般
、小・中
学
生
）

③ 

作
文
の
募
集（
小・中
学
生
）

④ 

ミ
ニ
集
会
の
開
催
な
ど
地
域
と
の
連
携・

協
働
活
動
の
推
進

⑤ 

中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会
の
開
催

　《
一
般
の
部
》

●
募
集
方
法

　
　
一
人
３
点
以
内
と
し
、自
作・未
発
表

の
も
の
で
、用
紙
は
自
由
で
す
。

　
　
作
品
に
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

　
　
市
役
所・各
行
政
セ
ン
タ
ー・コ
ミ
ュ
ニ

ティ
セ
ン
タ
ー
等
に
設
置
し
て
あ
る
投
稿

箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く
か
保
護
司
会
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈮

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　《
小
・
中
学
生
の
部
》

●
募
集
方
法・提
出
先

　
　一人
３
点
以
内
と
し
、自
作・未
発
表
の

も
の
で
、用
紙
は
自
由
で
す
。

　
　
作
品
に
は
学
校
名・学
年・氏
名（
ふ
り

が
な
）を
記
入
し
て
、学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
　
　
夏
休
み
期
間
中

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
小・中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、日
常
生
活
や
学

校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、「
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
」や「
犯

罪・非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
」に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
で
、こ
の

運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
方
法・提
出
先

　
文
字
数
は
4
0
0
字
づ
め
原
稿
用
紙
３
〜

５
枚
程
度
と
し
、作
品
に
は
学
校
名
・
学

年・氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記
入
し
て
、夏
休

み
終
了
後
速
や
か
に
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
優
秀
作
品
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈
し
、

保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

令和 7年度　メッセージ伝達式

広
報
・
啓
発
活
動

標
語
の
募
集

作
文
の
募
集

第
76
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

第
76
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
　立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

出雲地区の保護司として活躍しています
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保
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司
さ
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へ
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誰
も
が
知
る
更
生
保
護
へ

誰
も
が
知
る
更
生
保
護
へ

朝 

山

　一 

玄

出
雲
地
区
保
護
司
会

会 

長

　
七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
、す
べ

て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
に
寄
り
添

い
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
犯
を
防
ぎ
、犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
く
活
動
を
更

生
保
護
と
い
い
ま
す
が
、そ
の
力
と
な
っ
て

い
る
の
が
、立
ち
直
り
の
た
め
の
助
言
を
与

え
て
見
守
る
保
護
司
、更
生
に
協
力
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
更
生
保
護
女
性

会
、非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
を
行
う

B
B
S
会
、社
会
復
帰
の
た
め
の
住
居
を
提

供
す
る
更
生
保
護
施
設
、仕
事
を
通
し
て
見

守
る
協
力
雇
用
主
で
す
。

　
し
か
し
令
和
七
年
度
の
調
査
で
は〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞は
七
割
以
上
が「
知

ら
な
い
」と
回
答
し
て
お
り
、そ
の
割
合
は

年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
状
況
に
鑑
み
、今
年
は〝
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〞の
全
国
統
一テ
ー
マ

を「
保
護
司
と
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
」に
定
め
、効
果
的
な
運

動
を
展
開
し
て
更
生
保
護
の
認
知
度
を
高

め
、そ
の
理
解
と
促
進
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て「
広
報
誌
に
活

動
紹
介
記
事
を
掲
載
し
、効
果
的
な
広
報
を

図
る
」「
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
報
道

を
呼
び
か
け
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
S
N
S
で

活
動
を
発
信
す
る
」「
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
に

よ
る
視
覚
的
効
果
を
図
る
」「
学
校
で
の
教

育
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、児
童
・

生
徒
に
理
解
を
促
進
す
る
」な
ど
に
努
め

て
、認
知
度
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
法
務
大
臣
は
今
年
の〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〞の
実
施
に
当
た
っ
て
、「
更
生
保
護

が
国
民
に
と
っ
て『
あ
た
り
ま
え
』な
存
在
と

な
り
、立
ち
直
り
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

る
社
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の

立
ち
直
り
に
向
け
た
取
組
は
、私
た
ち
が
暮

ら
す
地
域
の
中
で
常
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
取
組
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
く
こ
と
が
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
づ

く
り
の
力
に
な
り
ま
す
の
で
、安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 　

保
護
司
歴
６
年
、面
接
件
数
５
件
、回
数
90
回
。

再
犯
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
非
行
・
犯
罪
を
ど

う
減
ら
す
か
は
、
法
律
で
縛
る
だ
け
で
は
な
く
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
が
重
要
。
人
権

を
制
限
し
て
ま
で
国
家
あ
り
き
の
主
張
も
あ
る

が
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
尊
重
す

る
社
会
を
護
り
た
い
。
　
　
　
　
　（
林
　
誠
治
）

　
昨
年
度
、出
雲
地
区
で
千
二
百
人
も
の
皆
さ
ま

に
、島
根
保
護
観
察
協
会
に
ご
加
入
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
、引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
出
雲
地
区
保
護
司
会

会
長   

朝
山
　
一
玄

観
察
協
会
加
入

　お
礼
と
お
願
い

更
生
保
護
、

　あ
な
た
の
善
意
が

　
　
　
　  

事
業
の
支
え
。

更
生
保
護
、

　あ
な
た
の
善
意
が

　
　
　
　  

事
業
の
支
え
。

　
犯
罪
や
非
行
は
、非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

で
も
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
、孤
立
さ
せ
な
い

で
、更
生
の
た
め
必
要
な
範
囲
で
支
え
、助
け
る
こ

と
に
よ
り
再
犯
を
防
止
す
る
、こ
れ
が
私
た
ち
の
願

い
で
す
。

　
島
根
保
護
観
察
協
会
は
、更
生
保
護
事
業
の
充
実

発
展
の
た
め
、事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、あ
な

た
も
、会
員
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
22
―
7
1
9
0

|
島
根
保
護
観
察
協
会
会
員
募
集
|

主 な 令 和８年 度 事 業

１．犯罪予防活動の推進

２．処遇支援活動の推進

　“社会を明るくする運動” をはじめとする犯罪予防活動やその他の取組
について、関係機関・団体と連携を図り実施します。

第76回 “社会を明るくする運動” では、内閣総
理大臣のメッセージ伝達式、啓発講演会、街頭キャンペーン、横断幕・の
ぼり旗などによる啓発、標語や作文の募集を行います。
　出雲地区保護司会だより第45号・第46号を市内全戸に配布し、啓発
に努めます。

再び犯罪をすることを防ぎ、善良な社会の一員
として自立するために、随時、個別の処遇支援を行います。また、生活困
窮者自立支援ネットワーク会議などに参加し、関係機関・団体との連携を
図ります。

３．更生保護団体との連携の促進 出雲地区更生保護関係者協議会を開く
などして、更生保護女性会、協力事業主会、ＢＢＳ会等との連携を強めます。

第 76 回 “社会を明るくする運動” 啓発講演会
“社会を明るくする運動”について理解を深めてもらうため、
同運動のメッセージ伝達式終了後に講演会を行います。
と　き　 7 月 1 日（水）午後２時 30 分から
ところ　 出雲市民会館　大ホール
講　師　 幸島  美智子さん（元警視庁警察官）
演　題　 子どもを被害者にも加害者にもしない子育て
　　　　 ～問われる親の責任と覚悟～
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無 料
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広
報
部
会

協
力
組
織
部
会

犯
罪
予
防
部
会

研
修
部
会

総
務
部
会

出
雲
支
部

　44
名

平
田
支
部

　15
名

斐
川
支
部

　10
名

河
南
支
部

　7
名

大
社
支
部

　8
名

出
雲
地
区
保
護
司
会 

組 

織 

図

保護司会総会　84 名（定員 85 名）
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※この広報紙は、更生保護法人島根保護観察協会からの助成金を財源として発行しています。


